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クニマス Oncorhynchus kawamurae の産卵生態については，原産地の田沢湖で産卵が湖の深部で行われていたと

の報告 1)や，西湖のクニマスの産卵が 3 月に水深約 30m 付近で行われ近縁のヒメマス O. nerka と生殖隔離が成立

しているとの報告 2)などがある。しかし，クニマスの産卵生態については不明な点が多いことから，山梨県水産

技術センターではこれまで西湖のクニマスの産卵生態調査を行い，クニマスの産卵環境や産卵行動などを明らか

にしてきた 3-8)。今年度も産卵生態調査を実施したのでその結果を報告する。 

なお，本研究は山梨県総合理工学研究機構の「クニマスの保全及び養殖技術に関する研究」として実施した。 
  
材料及び方法 
産卵場歴地のクニマスと産卵ペアの出現状況 

西湖北岸の西の越沖合に設置されたクニマス産卵保護区にあるクニマス産卵場の一番大きい礫地（水深約30m，

南北 9m×東西 7m）にカメラを設置してクニマスと産卵ペアの出現状況などを撮影した（図 1）。撮影には既報 7-8)

と同様に，市販のタイムラプスカメラ（TLC200Pro，Brinno 社，以下，カメラ）を用いた。カメラはフランジ付

きアクリル製円筒（内径 70mm×長さ 150mm，厚さ 10mm）2 個を結合した自作ハウジングに収納し，三脚

（MK290XTA3-2W，マンフロット社）に装着し，礫地の東端から湧水の湧出点方向を撮影するように設置した（図

2）。 

撮影期間は 2018 年 10 月 16 日から 2019 年 2 月 26 日までとした。カメラの撮影間隔は 5 秒間とし，タイマーに

より毎日 9 時から 15 時までの 6 時間撮影を行った。なお，カメラは 2018 年 12 月 17 日に一度回収し電池交換を

行った後に 12 月 18 日に再び同場所に設置した。 

 

   

湧出点

7m

9m

S(陸側）

カメラ

 

図 1 調査を行ったクニマス産卵保護区の位置      図 2 産卵場礫地の模式図とカメラ設置場所 
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カメラを回収した後，撮影したす ての を 1 日 とに全 マを し，1 日 たりのクニマスの 大

（1 マあたりの 大出現 ）を 出した。また，10 時 11 時の で 行動または り行動を行って

いるクニマス産卵ペアの 1 マ の 大出現 を 出した。 

なお， に調査地点付近で したマス の多 がクニマスであり成 した が されたこと 3)，ヒメ

マスはわ かに されたが スの でメスは されていないこと 3)，西湖ではクニマスとヒメマスの が

されていないこと 9,10)から，今回産卵場礫地で撮影されたマス はす てクニマスとして した。 

 

湧 の湧出状況 

産卵場礫地には の水 よりも 度の い場所がス ット にあり，湧水の が されている 6)。湧水

の湧出状況を するた に，湧水が されている礫地の東 付近（以下，湧出点）と礫地南端付近の湧水の

と ど い地点（以下， 湧出点）の 2 所に，水 ロ ー（TidviTv2,Onset 社）を礫 約 5cm の深さに 設

し，礫内の 度を 1 時間間隔で した。 は 2018 年 10 月 15 日から 2019 年 2 月 26 日まで行った。また，2018

年 10 月 15 日，12 月 17 日，2019 年 2 月 27 日の 水調査時に，湧出点付近 か所で市販の ジタルカメラのハウ

ジング内に しセン ー部の を 出さ た水 （TR-71U，T&D 社 ）を用いて礫内 度を し

した。 

湧水の湧出 を するた ，2018 年 10 月 16 日，12 月 18 日，2019 年 2 月 27 日に，自作の 水装置（以下，

ーページメータ）による湧水の 水を行った。 ーページメータは既報 8)と同様 70L の市販の の

部を 3cm の さで したもので（ 0.1385m2， 4.2L）， に を て 18mm の リ ン ー

を し， リ ン ー に 水 ックが 着できるようにした（図 3）。 水 日の に イ ーが

ーペーメータを礫に ように設置し，内部が湧水に置き換わったと られる 日の に 水 ック

を し，3 時間後に 水 ックに った湧水を回収した。湧水は にメス リン ーで した。 

 

                        

図 3 水に用いた ーページメータ 

 

  
クニマスと産卵ペアの出現状況 

 クニマスはカメラ設置 後の 2018 年 10 月 16 日から出現し，1 月下 まで毎日 7 15 が出現した（図 4）。出

現 に多 の はあるものの 1 月下 まで毎日 10 後が出現し， 大出現 は 10 月 27 日の 15 であ

った。その後出現 は し 2 月 以 は 5 度に したが，カメラを回収した 2019 年 2 月 26 日まで

毎日出現した。 

 クニマス産卵ペアはカメラ設置 後の 2018 年 10 月 16 日から出現し，2019 年 2 月 26 日まで 毎日出現した

（図 5）。産卵ペアは 月下 まで毎日 3 6 ペアが出現，その後 1 月下 以 は していった。2 月 以 は

2 ペア 度まで したが，カメラを回収した 2019 年 2 月 26 日まで毎日出現した。なお，2018 年 10 月 24 日，
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10 月 27 日，10 月 28 日，12 月 18 日については 10 時 11 時の が していたた から した。 

 

 
図 4 クニマス （一日 たりの 大 ）       図 5 産卵ペア （10:00 11:00 の 大ペア ） 

の 時 （ 間がカメラ設置期間）         の 時 （ 間がカメラ設置期間） 

 

湧 の湧出状況 

 湧水湧出の である礫内 度は， 湧出点では 5.0 6.1 の で 一 であったが，湧出点では 4.9

9.2 で した（図 6）。湧出点の礫内 度は 10 月 15 日は 9 後と の調査と 同 度であったが，11

月 1 日に に 下して 湧出点付近の 5.5 付近まで 下した。その後は 湧出点付近とそれより 1 後 い

間で 期 な 動を り し，1 月 以 は 湧出点の 度と 同 で した。 

 

 
図 6 水 ロ ーによる礫内 度の 結果 

 

 

 イ ーが した湧出点付近の礫内 度の を図 7 に す。礫内 度は場所により があり，10 月

15 日は 6.2 9.3 ，12 月 12 日は 6.1 8.2 ，2 月 27 日は 5.8 8.0 の であった。礫内 度が い場所は

の調査と 同 場所であった。なお， 地点の 度は後 の 日 ど かった。  
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図 7 による礫内 度の 結果 

 

 

 湧水の 水結果を 1 に す。 水 は 10 月 15 日 0mL，12 月 18 日 48mL，2 月 27 日 16ml で， 年度の調査

（1,200mL 2,100mL）と て大 に なかった。 ーページメータの （0.1385m2）と 水 ， 水時間

から 位 たりの湧出 を したとこ ，10 月 15 日 0 mL/min./m2，12 月 18 日で 1.9 mL/min./m2，2 月 27

日 0.6 mL/min./m2であった。 
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1 湧水の 水 と湧出  

採水日
設置時間
（min.）

採水量
（mL）

湧出量

（mL/min./m2）

181015 180 0 0.0

181218 180 48 1.9

190227 180 16 0.6  

 
  
西湖にお るクニマスの産卵期に関する調査については，クニマスの行動 調査(VPS)結果からクニマスは

11 月 から 2 月下 は産卵場 を に 用しているとの報告や 11)，西の越付近でのクニマス成 の出

現状況と GSI の調査から産卵期は 11 月から 2 月 であると されるとの報告などがある 3)。また，2016 年度

7)と 2017 年度 8)に行った湖 カメラによる調査では，クニマスは調査 時の 11 月 には礫地で されてお

り，1 月下 以 は ど されな なったことや，産卵ペアが 1 月下 以 できな なったことから，ク

ニマスの産卵期は 11 月 以 から 1 月下 と られた（図 8）。今年度は の調査よりも 1 か月 度

い時期から調査を行ったが，クニマスは調査 の 10 月 には礫地で され，産卵ペアも できたことか

ら，産卵 時期は な とも 10 月 以 と られた。一方，今年度はカメラを回収した 2 月下 まで産卵

ペアが して されている から，産卵 時期は 2016 年度と 2017 年度の調査よりも 1 か月以 いと

られた（図 9）。産卵ペアの多 を産卵 度の とした場合，2017 年度は 12 月 25 日まで産卵ペアが 加 向

にありその後 したことから，産卵の ークは 12 月下 と られた。一方，2018 年度は産卵ペアの

に明 な ークが られなかったが，1 月 20 日以 は 向にあったことから，1 月下 には産卵 期を

ているものと られた。以 のことから，西湖にお るクニマスの産卵時期は か月間以 の長期間にわたる

と られるが，産卵ペアの出現時期や ークが年度により なることなどから，今後も した調査を行い産

卵期間の などを 明する があると られた。 

の調査で，産卵場礫地には よりも礫内 度が い場所があり湧水が すること，湧水の湧出 は

ないと られることが報告されている 6-8)。また，ヒメマス卵の 設 の結果や礫地内でのクニマス

卵・ の か結果から，産卵場湧水はクニマスの再生産に に であることが されている 6-8)。今回

の調査でも の調査と同 地点から湧水の湧出を したが， 湧出 は 年度の 45.3 89.2mL/min./m2 に

0 1.9 mL/min./m2と大 に なかった。10 月の 水 は 0mL であったが，湧出 の となる礫内 度の

結果は水 ロ ー（図 6）， （図 7）ともに 9 であり の調査と同 で湧水は していたと

られる。 水できなかった原 は湧出 の 下などにより湧出点の が なり， ーページメータが湧

出点から れていたことが られる。また，湧出点の礫内 度は水 ロ ー設置 2 間後から に 下して，

その後 湧出点の 5.5 と い水 の間で 動した。この原 として湧出 の 下や， 設した水 ロ ーが

らかの で 出した が られる。大浜ら（2017）6)は，水 ロ ーを湧出点に 設，湧出点の湖

に設置， 湧出点に 設， 湧出点の湖 に設置して水 動を調査しており，湧出点湖 設置区の水 は 湧

出点 設区と しい水 と 後 い水 で 動することを報告している。今回の水 下後の 動はこ

れとよ 一 しており，水 ロ ーが らかの で 出した もあると られた。た し，水 ロ ー

が 出していたとしても湧出 が にある場合は水 が 9 後に されると られ，湧水の湧出が不

とも られる。今後，クニマスを保全するた には湧水 の の 明や， 原 に 水 の

保全や な地下水 用など湧水保全施 の実施が と られた。 
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図 8 クニマス の （H28 年度は 10 時，11 時，    図 9 クニマス産卵ペア の （9 時から 

12 時の ，H29 年度とH30 年度は 1 日の         10 時に されたペア の 大 ， 

大 ， 間がカメラ設置期間）             間がカメラ設置期間）   

 

 
  
水調査は 900m，水深約 30m，水 5 6 ， 度下の な 下で，加 て 期の 水も行った。

調査が 調に行われたのはプロ イ ーの下 秀 と大 弘 のおか である。 から し る。 

 
  

1. 西湖北岸の西の越にあるクニマス産卵場礫地にカメラを設置して， を行いクニマスの産卵時期を調

査した。 

2. クニマスは 10 月 には既に産卵場礫地に していた。また，産卵行動（ 行動）を行うクニマスペア

も されたことから， 10 月 には産卵も していると られた。 

3. クニマスペア の 動には明 な ークは られなかったが，ペア は 1 月下 以 向にあることか

ら，1 月下 には産卵 期を ていると られた。 

4. クニマスペアはカメラを回収した 2 月下 まで毎日 されたことから，産卵の は 2 月下 以 と

られた。 

5. クニマスの産卵環境として な を果たしている礫地の湧水について， の調査と同 場所での湧出

を した。しかし， 湧出 は 年度に て大 に していることから，湧出 の 動 明や

保全 の 立が まれる。 
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